
   ＤＣ電源修理奮闘記    JA1WOB 斎藤 

暑い夏も少し過し易くなったある日、そろそろ移動運用に良い季節と

なったので、移動用のシールバッテリーを充電しようと、ＤＣ安定化電

源にシールバッテリーに接続した所、リ－ド線の接続を間違えたらしく

小さな火花がリード線から出ました。 

赤はプラス、黒はマイナスと決めていましたから、極性の逆接続はしな

い筈と思い再度確認して、接続しましたが、何を勘違いしていたのか結

果としては、また逆接続でリード線から煙が出て、更にＤＣ電源の電圧

計は 0 ボルトとなり、破損してしまったようでした。 

 よく見るとバッテリーに接続する鰐口クリップのプラス／マイナスを

逆接続していた様です、小さく書いてあった「＋－」を見逃して、しま

った様です。（年齢には勝てませんね） 

暫く放置しておくと復旧する事があるので、半日ほど電源を入れずに置

きましたが、復旧しませんでした。 

 週明けの月曜は、２４０ロールコールのキ－局担当なのでＤＣ電源が

使用できないと、ＦＴ８１７単体運用で５ＷＯＵＴでは厳しいので、急

遽ＪＪ１ＳＸＡの池さんにＳＯＳを出して、ＤＣ電源を借用して、急場

をしのぎました。 

２週間位して、故障したＤＣ電源を修理しようとケースを外しヒーズや

電源をチェックしてみた所、以下の状況でした。 

 

１、ＡＣラインはＯＫ 

２、トランスから整流回路を通り、ＤＣ２０ＶはＯＫ 

３、ところが、電圧出力部はゼロボルトでＮＧでした。 

この状況から、電源電圧制御以降の回路に異常があるようです。 

電源電圧制御の基板は正面の電圧計や電流計がある裏に取付けてあり、

簡単に取り外しが出来ない構造になっていました。 

即に、対処方法が想い浮ば無いので、ケースをまた取付けて、元の状態

に戻しました。 



 ＤＣ電源故障から数ｶ月してから、時間が取れたので、アマチュア無線

技士としては再度修理に挑戦する事にしました。 

このアルインコのＤＣ電源は、10 年位のハムフェア－で購入し、夏の暑

い日に、重たい思いをして運んだので修理したいと思いました。 

まず、ケースを外し再度各部のＤＣ電源をチェックすると、電圧制御用

の４個のパワートランジスターのコレクタ－部には正常に電圧が掛かっ

ています、これはパワートランジスターは破壊さて無い模様なので、望

みはありそうです。 

 
【ケ－スを外して前面パネル基板】 

電圧計や電流計や出力端子が基板に直接半田付けしてある、構造でした、

これらを悪戦苦闘の末、半田付けを外してやっと基板が本体から外れて、

部品搭載が見えました。 

それにしても、このアルインコ製のＤＣ電源は何と修理屋泣かせの構造

なのだろう、メーカー修理では簡単に出来るのだろうか？ 

 

基板の裏側は見えるので、各部の電

圧を適当にチェックしていくと、最

後の出力部に成ると電圧が出てい

ません、これは部品が取付けてある

表側を確認しないと判りません。 

表側を確認するためには、基板を本

体から外さないとだめです。 

ビス３本を外せばは取れそうでし

たがビスを外しても駄目でした。 

 

基板の表側を覗くと、原因が

直ぐに判りました、出力端子

付近にある、ダイオードが破

壊されていました、逆接続防

止ダイオードと思われます

が、バッテリーの逆接続に耐

え切れずに黒焦げになって、

＋－がショート状態になって

いました。 【黒焦げのダイオ-ド】 



 

 

しかし、回路を追いかけている時は楽しいので、４時間半は１時間位に

しか感じませんでした、また修理出来た喜びと好きな仕事をしている事

もあり疲れは全く感じませんでした。 

 

11/23 に東京ＵＨＦコンテストがあり、1200MHZ の FT104 の電源として 

２時間ほど使用しましたが、問題ありませんでした。 

 

 

 

                       おわり 

ダイオードを外して、基板を

仮止めして電源を入れてみ

ると、テスターの電圧計が振

れて、正常に動作しました。

電圧調整のＶＲを回すと正

常に電圧制御が出来ました。

手持ちにダイオードが無い

ので、ダイオード無しの状 

態で、基板を本体に取付けて、

修理完了です。 

逆接続に十分注意すれば何と

か使用可能でしょう。 

ダイオードは、その内調達して

完全復旧しましょう。 

ケースを開けて、修理完了まで

４時間半位掛りしました。 

。 

【破壊されたダイオ-ド】 


